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６月は高校総体・総文で始まりました。応援会場で出会った生徒の皆さんが、

真剣な表情で競技に取り組んでいる姿が印象的でした。インターハイにコマを

進めた体操部、全国大会の出場権を得た放送部、全国総文に参加する文芸部、夏

の大会に向けて鍛錬を続けている野球部など、３年生の活動が続く部活動もあ

りますが、ほとんどの部で新体制での活動が始まっています。 
 
さて、今回は教師の基本である『授業』について考えてみます。 
 
本校では６月から７月にかけての「公

開授業週間」で『授業』を公開し、教員

の資質向上と授業改善を進めています。

本年度は、自分の強みを生かしたり、新

たな試みに挑戦する『工夫した授業』を

公開しており、すでに１２名の先生方の

公開授業がありました（図 1）。工夫と

して「グラフシミュレーションアプリを

活用した個別最適な学び」「長い文章の

読み取りやグラフの捉え方を指導する

（共通テスト対策）」「意見のリアルタイム集計による共有と思考ツールの活用」

「思考を共有するツールを適切に使い分ける」などを挙げています。いずれの授

業も、「個別最適な学び」や「協働的な学び」を実践しており、新たなスタイル

に挑戦する本校教職員の皆さんの意識の高さをありがたく思います。 

現在、社会や個人の価値観が

多様化し、正解が一つとは限ら

ない課題の解決が求められてい

ます。そのために全ての子供た

ちの可能性を引き出す「令和の

日本型学校教育」の出番となり

ます（図 2）。本校の授業が生徒

主体の学びの場に、教師の立ち

位置が「授ける」から「伴走する」

に変わりつつあります。 
 
 

 
先日、本校の同窓会理事会において、後輩たちの

現在の様子や、学校現場の変化について説明の機会

を頂きました。説明の後は予想を超える多くの質問

が寄せられ、その際にはご自身が生徒だったころの

授業や部活動の思い出が添えられました。 

今、私たちが取り組んでいる「令和の日本型学校

教育」も、何十年か後に「あのときの授業は…」のように語られる日が来ます。

信念を持って変革に取り組んでいきたいと思いました。 

図 1：本校の授業公開シート 

図 2：独立行政法人教職員支援機構 webページより 

 

図 3：授業の様子（今月の一枚） 
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